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神山町による支援　通学・住居に関するサポート

今年度は、神山校への通学に要する路線バス及びJRの公共交通機関における利用区
間の定期券購入費用の3分の1について、助成をいただいています。（2023年度未定）通学費助成

町内で暮らしながら高校生活を過ごせるように寮を整備していただいています。
ここでは、多様な価値観や文化を持った人たちが共同生活をしています。

住まいの整備

※いずれも詳しくは神山町のホームページをご覧ください。

県内から通学する方へ

県外または遠方から
入学を希望する方へ



32%

8%

［過去5年間の割合］

5%5%短期大学：

43%

7%

5

5

徳島大学／徳島文理大学／四国大学／東京農業大学／東北芸術工
科大学／四国大学短期大学部／徳島工業短期大学／徳島農業大
学校／健祥会学園／徳島穴吹カレッジ／辻調理師専門学校／徳
島県立テクノスクール (中部・南部・西部)／神戸電子専門学校／
とくしま林業アカデミー／奈良県フォレスターアカデミーなど

（順不同）

（順不同）

地域に学び、未来を拓く人づくりへ向けて、
「地域創生類」では、3年間を通して、
学校と地域の中で多様な経験を積み、
自分で物事を考え・行動する力を育みます。

～地域で学び、
　　　地域と育つ神山校～

神
山
な
ら
で
は
の
部
活
動

「森林女子部」では、神山の森林資源をレーザーカッターで加工して商品製作を

行っています。町内マラソン大会の記念の盾やメダル、保育所の修了記念品な

ど、地域の方々から依頼を受け、自分たちでデザインなどのアイデアを出し合

いながら、ものづくりをしています。自分で考え、そしてそれを形にすることに

大変充実感を感じています。また、県内外でたくさんの方々と関わることもで

き、とても貴重な経験をしています。

鍛　知宏さん
令和元年度卒業生

辻調理師専門学校へ進学

井口　結衣さん
令和3年度卒業生

東京農業大学へ進学

私は酪農について学ぶために東京農業大学オホーツクキャンパスへ進
学しました。北海道という広大なフィールドの中、畑作から畜産まで幅広
く農業を学んでいます。高校で参加した酪農家でのインターンシップは
今の私をつくってくれた大切な時間になりました。他にも、寮生活や町
の大人との出会い、小さなきっかけや何気ない出会い全てが、大きく自
分を変え、成長させてくださいました。
神山校の授業や実習は本当にどれも楽しく、先生方にはとてもお世話
になりました。そんな先生方に憧れ、大学では教職課程を選択し、農業
教員も目指しています。他にも、小学生などを対象にした野外活動や学
校生活をサポートする学生ボランティアにも挑戦しています。チャレン
ジを忘れず、これからも自分の興味やアンテナに素直に従って、なぜこ
こに来たのかという目標や夢を見失わずに過ごしていきます。神山校は
自分の興味や夢に対して力になってくれる大人と環境があります。
青春万歳！ぜひいろんな世界に飛び込んでみてくださいー！

私は料理人になるために、大
阪にある辻調理師専門学校で
料理はもちろん食品衛生などを
学びました。入学当初は、就
職先として西洋料理店を希望し
ていましたが、実習を重ねるた
びに、日本料理の素材の旨み
を活かす調理法に改めて感動

し方向転換しました。アルバイトも日本料理店（鮨屋）でし、妥協の無い選択
をして自分の働きたいと思う店に就職したいと考え、就職先を決めました。現在、
私は京都に本店のある料亭で働いています。勤務先は東京の赤坂店です。まだ
まだ慣れないことの連続ですが、料理というものに一から向かい合っています。
進学先を決めたきっかけは、かま屋（神山町の食堂）のアルバイトです。たくさ
んの料理人に出会い、いろいろな事を体験し、本当に人生が変わりました。今
この経験が私の大きな糧となっています。この出会いがあって今の自分がある
と思います。誰しも出会う機会は訪れるでしょう。しかしその出会いから得た
経験を活かすか否かは人それぞれです。これからも私は出会いを大切に、さら
なる自分の夢に向かって進んでいきたいと思います。

人や自然環境と調和した持続的
な野菜生産を視野に入れ、地域
の特産品創出や、地域環境に
配慮した野菜生産について学ぶ。

土に触れる

造園技能検定2級・3級

造園施工管理

野菜

食品製造

地域の自然や景観について感性や認識を深め、造園に関
する知識や技術を習得し、農林業を基盤とした農山村の
自然環境維持や地域景観の保全に取り組みます。地域社
会の担い手となる知識や技能の習得をめざします。

安全安心な農産物の生産から商品開発、加工、販売までの、
6次産業化に向けた学習を実践を通して学び、農業生産工程
管理や地産地食について地域と協働しながら取り組みます。
食と農を次世代につなぐ知識や技能の習得をめざします。

日亜化学工業株式会社／日本フネン株式会社／株式会社大和合
金／森田緑化株式会社／四国福山通運株式会社／株式会社ハ
ローズ／マックスバリュ西日本株式会社／株式会社ジー・フー
ズ／株式会社曽根造園／株式会社ナカムラ広報／徳島石油株式
会社／アート引越センター株式会社／株式会社レデイ薬局／木
乃山工務店／株式会社四国建工／横関食糧工業株式会社／有限
会社サンマッシュ神山など

まちの人の話を聞いたりフィールドワークを通して、地域の方々と積極的に関係を
育み、地域で受け継がれてきた文化、仕事や産業について理解を深めます。そして地
域の課題に気づき、本人が探究したいテーマを見つけ、解決方法を考え組み立てる
ことを3年間の集大成とします。

農業後継者の減少に伴い、耕作放棄地が増加しています。棚田
の再生、管理から在来小麦の栽培、加工、販売までをめざして
実践的な学びを行っています。

地域を学びの場として

家の周りの手入れについて困っている高齢者のお宅を訪ね、学校で
学んだ技術を活かしてお手伝いをする活動。希望する生徒が週末や
長期休暇に有償で行うこの取り組みは、学校で学んだ造園技術の
実践の場であり、地域の方 と々の交流を深める機会にもなっています。

山で生徒が集めてきた種や実生を校内の温室で苗木に育て、町
内の建設工事等で神山校産の苗が活用されることを目指します。

孫の手プロジェクト

2017年に始まったオランダとの交流プログラム。現在は、新型コロ
ナウィルス感染拡大の影響でプログラムは中止されています。しか
し、2年生の神山創造学のチームプロジェクトで、オランダの中高
生とオンラインで交流しています。交流を通して、多様な文化や価
値観を知ることにより、自らの考えや視野を広げるきっかけになって
います。

どんぐりプロジェクト

まめのくぼプロジェクト

アドプト・ア・ハイウェイ

国際交流プロジェクト
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の特産品創出や、地域環境に
配慮した野菜生産について学ぶ。

土に触れる

造園技能検定2級・3級

造園施工管理

野菜

食品製造

地域の自然や景観について感性や認識を深め、造園に関
する知識や技術を習得し、農林業を基盤とした農山村の
自然環境維持や地域景観の保全に取り組みます。地域社
会の担い手となる知識や技能の習得をめざします。

安全安心な農産物の生産から商品開発、加工、販売までの、
6次産業化に向けた学習を実践を通して学び、農業生産工程
管理や地産地食について地域と協働しながら取り組みます。
食と農を次世代につなぐ知識や技能の習得をめざします。

日亜化学工業株式会社／日本フネン株式会社／株式会社大和合
金／森田緑化株式会社／四国福山通運株式会社／株式会社ハ
ローズ／マックスバリュ西日本株式会社／株式会社ジー・フー
ズ／株式会社曽根造園／株式会社ナカムラ広報／徳島石油株式
会社／アート引越センター株式会社／株式会社レデイ薬局／木
乃山工務店／株式会社四国建工／横関食糧工業株式会社／有限
会社サンマッシュ神山など

まちの人の話を聞いたりフィールドワークを通して、地域の方々と積極的に関係を
育み、地域で受け継がれてきた文化、仕事や産業について理解を深めます。そして地
域の課題に気づき、本人が探究したいテーマを見つけ、解決方法を考え組み立てる
ことを3年間の集大成とします。

農業後継者の減少に伴い、耕作放棄地が増加しています。棚田
の再生、管理から在来小麦の栽培、加工、販売までをめざして
実践的な学びを行っています。

地域を学びの場として

家の周りの手入れについて困っている高齢者のお宅を訪ね、学校で
学んだ技術を活かしてお手伝いをする活動。希望する生徒が週末や
長期休暇に有償で行うこの取り組みは、学校で学んだ造園技術の
実践の場であり、地域の方 と々の交流を深める機会にもなっています。

山で生徒が集めてきた種や実生を校内の温室で苗木に育て、町
内の建設工事等で神山校産の苗が活用されることを目指します。

孫の手プロジェクト

2017年に始まったオランダとの交流プログラム。現在は、新型コロ
ナウィルス感染拡大の影響でプログラムは中止されています。しか
し、2年生の神山創造学のチームプロジェクトで、オランダの中高
生とオンラインで交流しています。交流を通して、多様な文化や価
値観を知ることにより、自らの考えや視野を広げるきっかけになって
います。

どんぐりプロジェクト

まめのくぼプロジェクト

アドプト・ア・ハイウェイ

国際交流プロジェクト
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5000

神山町による支援　通学・住居に関するサポート

今年度は、神山校への通学に要する路線バス及びJRの公共交通機関における利用区
間の定期券購入費用の3分の1について、助成をいただいています。（2023年度未定）通学費助成

町内で暮らしながら高校生活を過ごせるように寮を整備していただいています。
ここでは、多様な価値観や文化を持った人たちが共同生活をしています。

住まいの整備

※いずれも詳しくは神山町のホームページをご覧ください。

県内から通学する方へ

県外または遠方から
入学を希望する方へ
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